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抄録 

 文部科学省の英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業として福井大が受託した「福島第一原子

力発電所の燃料デブリ分析・廃炉技術に関わる研究・人事育成」の全体概要とその中の４機関が連携した燃

料デブリ分析研究のこれまでの成果を紹介する。 
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 1. 公募研究の全体概要緒言 

 福井大学では、平成 27 年度より文部科学省の英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業として

「福島第一原子力発電所の燃料デブリ分析・廃炉技術に関わる研究・人事育成」を西日本の５つの大学と若

狭湾エネルギー研究センターおよび日本原子力研究開発機構(JAEA)と連携して行っている。このうち燃料デ

ブリ分析コースでは燃料デブリ分析研究と京都大学原子炉実験所での実習を含む３つの人材育成事業を行っ

ている。 

 
2. 燃料デブリ分析研究の概要 

a.燃料デブリ構成物質の機械的・熱力学的物性評価で

は、大阪大学にて福島炉心で生成する可能性のある物質

を合成し、その物性を測定している。今回は、UO2-CaO 固

溶体を作製し、CaO の固溶が UO2の熱的、機械的特性へ

与える影響について報告する。 

 

b.溶融凝固体の空隙率と物性の相関では、福井大学と

JAEA が連携して、共晶反応を利用して合成した模擬溶

融デブリについて物性測定、破壊挙動解析および X線 CT

撮像により、その空隙率と物性の相関を得ることを目的

としている。今回は、UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/SUS316L 模

擬デブリの物性、破壊挙動解析手法の開発状況、これま

でに得られた燃料デブリの X 線 CT 撮像結果の３件につ

いて報告する。 

 

c.燃料デブリからの FP 放出・溶出挙動評価では、福井大学にて模擬燃料デブリからの揮発性 FP の水中での

溶出挙動および高温での放出挙動を評価している。今回は RuO2の放出挙動について報告する。 

 

d.燃料デブリの融点評価では、燃料デブリのレーザーを用いた融点測定および分子動力学計算を用いた融点

評価手法の開発を行っている。今回は、CeO2-ZrO2-FeO1+x混合物に対してレーザー加熱を利用した無容器法に

よる融点の推定結果と、分子動力学法により UO2(又は CeO2)-ZrO2-FeO1+x混合物の溶融温度の評価結果につい

て報告する。 
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 図１  燃料デブリ分析研究の概要 
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